


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 03  5) 
通
訳
ト
ー
マ
ス
・
カ
シ
ュ
ナ
ー
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
親
鸞
と
現
代
の
個
人
主
義 
ゲ
ア
ハ
ー
ド
・
シ
ェ
パ
ー
ズ(
国
際
基
督
教
大
学) 
親
鸞
を
読
む
こ
と
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題 
V
I
ク
・
ウ
ン
ノ 
(
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学) 
浄
土
真
宗
の
ゲ
ノ
ン
的
解
釈
序
論 
ヒ
カ
ル
ド
・
マ
リ
オ
・
ゴ
ン
サ
ル
ウ
ェ
ス
(
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学) 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン2
 
,
人
(
ニ
ー
ニ
ニ
教
室)
(
ニ
ー
：
三
〇
丄
四
・
四
五
)
「
大
乗
と
し
て
の
浄
土
教
」
司
会
徳
永
道
雄
(
京
都
女
子
大
学) 
通
訳 
今
井
亮
徳
(
バ
ー
ク
レ
ー
東
本
願
寺) 
誓
願
一
仏
乗
小
野
蓮
明
(
大
谷
大
学) 
親
鸞
の
仏
性
論
と
「
大
乗
の
至
極
」
と
し
て
の
浄
土
真
宗
三
明
智
彰
(
大
谷
大
学) 
『
大
経
』
の
世
界
新
井
俊
一
(
相
愛
女
子
短
期
大
学) 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン1
,
6
(
一
三
ニ
ー
ー
教
室)
(
一
五
・
一
五
—
一
六
・
五
五) 
「浄
土
真
宗
と
現
代
的
課
題
」
 
司
会
安
富
信
哉
(
大
谷
大
学) 
通
訳 
伊
東
憲
昭
(
ウ
ェ
ス
ト
コ
ビ
ナ
東
本
願
寺) 
浄
土
真
宗
と
プ
ロ
セ
ス
思
想横
田
俊
二
(
筑
紫
女
学
園
大
学) 
真
宗
と
禅
に
お
け
る
対
話
の
基
礎
と
し
て
の
自
覚
の
問
題 
グ
レ
ゴ
リ
ー
・0
・
ギ
ブ
ス(
本
願
寺
国
際
セ
ン
タ
ー) 
現
代
西
欧
人
に
と
っ
て
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
本
質
的
に
重 
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
—
親
鸞
の
経
験
に
お
け
る
浄
土
の
所
55
在
に
つ
い
て
ア
グ
ネ
ス
・
妙
珠
・
エ
ン
ジ
エ
エ
ス
カ(
本
派
本
願
寺) 
「
は
か
ら
い
」
も
し
く
は
「
理
性
」!
—
—
親
鸞
と
テ
ィ
リ
ッ 
ヒ
の
否
定
と
肯
定
野
村
伸
夫
(
京
都
女
子
大
学)
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン2
—6
(
ニ
ニ
ー
ニ
教
室)
(
一
五
・
一
五
—
一
六
・
五
五) 
「
大
乗
と
し
て
の
浄
土
教
」
司
会 
レ
ス
リ
ー
・
カ
ワ
ム
ラ(
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学) 
通
訳 
ロ
バ
ー
ト
・
片
・
ロ
ー
ズ(
大
谷
大
学) 
終
末
に
お
け
る
始
ま
り-
-
真
宗
と
ゾ
ク
チ
ェ
ン
に
お
け
る 
非
行
ロ
ジ
ャ
ー
・5
・
コ
ー
レ
ス(
テ
ユ
ー
ク
大
学) 
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
浄
土
信
仰
小
谷
信
千
代(
大
谷
大
学) 
浄
土
の
考
察
—
—
『
維
摩
経
』
を
中
心
と
し
て
織
田
顕
祐
(
大
谷
大
学) 
浄
土
真
宗
と
『
維
摩
経
』
の
本
義
橋
本
芳
契
(
金
沢
大
学)
〇
公
開
講
演(
講
堂)
(
一
八
・
三
〇
—
ニ
ー
・
〇
〇) 
浄
土
の
イ
メ
ー
ジ
ー
何
が
物
語
り
を
意
味
深
く
す
る
か
— 
ル
イ
ス
・
〇
・
ゴ
メ
ズ
(
ミ
シ
ガ
ン
大
学) 
信
仰
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
ー
回
向
と
願
生
—
寺
川
俊
昭
(
大
谷
大
学) 
通
訳
村
瀬
順
子
(
大
谷
大
学)
パ
ト
リ
シ
ア
・
人
・
ホ
ン
ダ
(
東
本
願
寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院) 
ハ
月
四
日
(
水)
〇
パ
ネ
ル2
 
(
ー
ー
ニ
ニ
教
室)
(
九
ヽ
〇
〇
— 
一
ー
・
〇
〇) 
「
対
話
上
の
諸
問
題!
!
多
元
世
界
と
浄
土
真
宗
」 
司
会
多
田
稔
(
大
谷
大
学) 
通
訳
ト
ー
マ
ス
・
カ
シ
ュ
ナ
ー
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
純
粋
な
対
話
の
た
め
の
基
本
的
な
姿
勢 
デ
ニ
ス
・
ギ
ー
ラ
(
パ
リ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
所) 
禁
欲
主
義
に
抗
し
て
—
対
話
か
ら
対
行
動
へ 
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ッ
・
ハ
イ
ジ
ッ
ク
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
真
宗
と
ビ
ジ
ネ
ス
56
グ
ス
タ
フ
・
人
・
ピ
ン
ト
(
カ
ン
デ
ィ
ド
・
メ
ン
デ
ス
大
学) 
浄
土
真
宗
の
究
極
性!
!
親
鸞
の
天
台
に
対
す
る
応
答
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ル
ー
ム(
1
ち5) 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン1
I
。
(
ニ
ー
ニ
三
教
室)
(
一
ニ
・
三
〇
— 
一
四
・
一
〇) 
司
会
ル
ー
ス
・
17[
・
タ
ブ
ラ
(
本
派
本
願
寺
ハ
ワ
イ
別
院) 
通
訳 
今
井
亮
徳
(
バ
ー
ク
レ
ー
東
本
願
寺) 
浄
土
真
宗
の
西
欧
的
適
応!
!
ア
メ
リ
カ
の
労
働
倫
理
の
基 
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
ゴ
—
ド
ン
・
フ
ァ
ン
グ
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
総
合
研
究
所) 
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
グ
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
総
合
研
究
所) 
超
倫
理
的
責
任
性
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
徳
の
倫
理
学
の
予
備
的 
考
察
デ
—
ビ
ッ
ト
・
ウ
ェ
イ
ン
・
リ1
(
1
8
5
」
 
マ
—
カ
ス
・
レ
オ
ン
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
総
合
研
究
所)
真
宗
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン田
代
俊
孝
(
同
朋
大
学) 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン3
 
(
一
三
一
ニ
教
室)
(
一
ニ
・
三
〇
—
一
四
・
二
〇) 
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
欲
望
と
慈
悲
」 
司
会
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・1
・
フ
レ
デ
ィ
リ
ッ
ク
(
ロ
ヨ
ラ
・
メ
ア
リ
ー
マ
ウ
ン
ト
大
学) 
通
訳
マ
—
ク
・
丁
・
ウ
ン
ノ
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学) 
欲
望
の
解
放-
-
信
心
と
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
の
探
求 
ジ
ェ1
ム
ス
・1
・
フ
レ
デ
ィ
リ
ッ
ク
(
ロ
ヨ
ラ
・
メ
ア
リ
ー
マ
ウ
ン
ト
大
学) 
大
乗
仏
教
と
浄
土
真
宗
に
お
け
る
欲
望
と
慈
悲
ウ
ン
ノ
・
タ
イ
テ
ツ(
ス
ミ
ス
大
学) 
仏
教
、 
キ
リ
ス
ト
教
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
欲
望
」
の
語 
法
に
つ
い
て 
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
親
鸞
に
お
け
る
よ̂
才
・
観
武
田
龍
精
(
龍
谷
大
学)
57
〇
パ
ネ
ル3
 
(
ー
ー
ー
三
教
室)
(
一
四
・
五
〇
— 
一
六-
五
〇) 
「
言
葉
と
解
釈-
-
聖
典
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」 
司
会 
レ
ス
リ
ー
・
カ
ワ
ム
ラ
(
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学) 
通
訳
マ
—
ク
・
丁
・
ウ
ン
ノ
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学) 
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 
ル
イ
ス
・
コ
メ
ズ
(
ミ
シ
ガ
ン
大
学) 
常
行
三
昧
と
『
般
舟
三
昧
経
』!
!
『
摩
訶
止
観
』
の
英
訳 
を
め
ぐ
っ
て
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
翻
訳
に
あ
た
っ
て
の
覚
え
書
き
ノ
ー
マ
ン
・
人
・
ワ
デ
ル
(
大
谷
大
学) 
如
是
我
読-
-
親
鸞
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
の
哲
学
的
考 
察
ト
ー
マ
ス
・
？
・
カ
ス
ー
リ
ス
(
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学) 
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
言
語
観
—
信
心
と
解
釈 
デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
(
本
願
寺
国
際
セ
ン
タ
ー) 
〇
総
会
(
ー
ー
ー
三
教
室)
(
一
七
・
三
〇
—
一
八
・
三
〇) 
〇
懇
親
会(
食
堂)
(
一
ハ
・
三
。
—
ニ
ー
・
〇
〇)
通
訳
多
田
稔
(
大
谷
大
学)
ハ
月
五
日
(
木)
〇
パ
ネ
ル4
 
(
ー
ー 
ニ
ニ
教
室)
(
九
・
〇
〇
— 
一
ー
・
〇
〇) 
「
精
神
主
義
の
意
義
—
近
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
表
現
」 
司
会
安
富
信
哉
(
大
谷
大
学) 
通
訳
マ
ー
ク
・
丁
・
ウ
ン
ノ
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学) 
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
寺
川
俊
昭(
大
谷
大
学) 
「救
済
者
」
か
ら
「
求
道
者
」
へ-
-
暁
烏
敏
の
「
ア
ミ
ダ 
仏
」
観
の
変
遷羽
田
信
生
(
沼
田
仏
教
翻
訳
研
究
セ
ン
タ
ー) 
主
体
性
—
精
神
主
義
の
強
さ
と
弱
さ 
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン(
エ
ッ
カ
ー
ド
大
学) 
精
神
主
義
の
近
代
性
と
現
代
性加
藤
智
見
(
東
京
工
芸
大
学) 
「
精
神
主
義
」
の
広
や
か
な
意
味
マ
イ
ケ
ル
パ
イ
(
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学)
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン4
 
(
ニ
ニ
ニ
ニ
教
室)
(
一
ニ
・
三
〇
— 
一
四
・
一
 
〇)
58
「
真
宗
研
究
の
現
代
的
方
法
」
司
会
野
村
伸
夫
(
京
都
女
子
大
学) 
通
訳
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
(
フ
ロ
リ
ダ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
大
学) 
親
鸞
の
生
涯
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
—
事
実
と
解 
釈
ジ
ェ!
！
—
ム
.
デ
ュ
コ
ー
ル(
マ
ッ
ク
ギ
ル
大
学) 
浄
土
真
宗
と
中
世
の
宗
教 
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
心
・
ド
ビ
ン
ズ
(
オ
バ
ー
リ
ン
大
学) 
自
己
を
な
ら
う
と
い
う
は
自
己
を
わ
す
る
る
な
り-
-
清
沢 
の
精
神
主
義
に
お
け
る
禅
パ
ト
リ
シ
ア
・
人
・
ホ
ン
ダ
(
東
本
願
寺
13
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院) 
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
け
る
「自
由
」
の
意
味
樋
口
章
信
(
大
谷
大
学)
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン6
 
—
人
(
ニ
ニ
ー
ニ
教
室)
(
ー
ニ
ニ
ー
〇!
 
一
四
・
一
〇) 
「真
宗
学
の
諸
課
題
」 
司
会
長
崎
法
潤
(
大
谷
大
学) 
通
訳
ポ
ー
ル
ー
ス
ワ
ン
ソ
ン
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所) 
常
行
大
悲
—
真
宗
が
世
界
と
関
わ
る
基
礎
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
(
1
6
5
)
 
念
仏
と
聞
(
片!13
村
石
恵
照
(
本
派
本
願
寺) 
空
ニ
ー
ー
昧
，
念
仏
竹
橋
太
(
大
谷
大
学) 
時
機
相
応
の
法
一
楽
真
(
大
谷
大
学) 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン5
 
(
ニ
ニ
ー
三
教
室)
(
一
四
・
四
〇
—
一
六
・
四
五) 
「歎
異
抄
研
究
の
視
座
」
司
会
多
田
稔
(
大
谷
大
学) 
通
訳
樋
口
章
信
(
大
谷
大
学) 
司
会 
デ
ー
ー
ス
・
ヒ
ロ
タ(
本
願
寺
国
際
セ
ン
タ
ー) 
通
訳 
伊
東
憲
昭
(
ウ
ェ
ス
ト
コ
ビ
ナ
東
本
願
寺) 
『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
罪
の
問
題
西
田
真
因
(
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所) 
親
鸞
に
お
け
る
業
の
問
題
安
藤
文
雄
(
大
谷
大
学) 
「親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
の
顕
わ
す
意
味!
真
実
；59
の
仏
道
へ
の
頷
き
西
崎
京
子
(
岡
山
女
子
短
期
大
学) 
「
か
わ
り
め
」
今
井
亮
徳
(
バ
ー
ク
レ
ー
東
本
願
寺) 
親
鸞
に
お
け
る
弁
証
法!
!
特
に
『
歎
異
抄
』
を
通
し
て
市
村
承
秉(
1
6
5
)
 
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン6
 -
8
(
一
三
一
ニ
教
室)
(
一
四
・
四
〇
— 
一
六
・
四
五) 
「真
宗
学
の
諸
課
題
」 
司
会
小
谷
信
千
代
(
大
谷
大
学) 
通
訳
マ
ー
ク
・
丁
・
ウ
ン
ノ
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学) 
「
三
願
転
入
」
の
文
脈
に
お
け
る
妙
好
人
の
宗
教
体
験 
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
ン
ド
ラI
デ
(
1
8
5
)
 
自
信
教
人
信
に
つ
い
て
の
一
考
察
ジ
ョ
ン
・
イ
オ
ハ
ラ
(
龍
谷
大
学) 
六
角
堂
夢
告
の
象
徴
的
意
味 
井
上
尚
実
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校)
〇
閉
会
式(
一
七
・0
0
)
パ
ネ
ル
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
発
表
者
は' 
以
上
の
五 
五
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
海
外
か
ら
の
参
加
者
は
二
八
名
で
、
 
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
真
宗
研
究
、
 
親
鸞
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
日
本
人 
は
二
七
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
英
語
で
の
発
表
が
四
〇
名
、
日
本
語 
発
表
が
一
三
名
で
あ
っ
た
。
三
日
間
に
わ
た
る
大
会
の
参
加
者
は
、
 
約
四〇
〇
名
で
、
そ
の
内
国
外
か
ら
の
参
加
者
は
約
ー
〇
〇
名
で 
あ
る
。
大
会
初
日
の
八
月
三
日(
火)
の
夕
刻
か
ら
、
大
会
を
記
念
し 
て
日
英
同
時
通
訳
に
よ
る
公
開
講
演
会
が
、
大
学
講
堂
で
開
催
さ 
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ル
イ
ス
・
〇 
-
ゴ
メ
ズ
教
授
の
「浄
土
の
イ 
メ 
ー
ジ-
-
何
が
物
語
り
を
意
味
深
く
す
る
の
か-
-
」(1̂
岸3 
V15101 1
?,3
.
1
1
〇.丙
!111一
。
&
111611・
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の
講
演
に
、
講
堂
を
埋
め
た
聴
衆
が
最
後
ま
で
熱
心
に
聞
き
入
っ 
た
。ゴ
メ
ズ
教
授
は
、
昨
年
度
よ
り
大
谷
大
学
大
学
院
の
特
別
セ
ミ 
ナ
ー
「
仏
教
学
研
究
」(
文
献
研
究)
の
客
員
教
授
を
勤
め
ら
れ
、
6〇'
ま
た
真
宗
大
谷
派
の
依
頼
で
浄
土
三
部
経
の
英
訳
事
業
の
第
一
期 
と
し
て
、
『
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
の
英
訳
に
取
り
組
ん
で 
こ
ら
れ
た
先
生
で
あ
る
。
講
演
で
は
、
信
仰
と
信
仰
の
物
語
的
表 
現
に
伴
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
特
に
浄
土
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い 
て
話
さ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
は
テ
キ
ス
ト
の
創
造
物
で
あ
る
と
と
も 
に
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
注
釈
で
も
あ
る
。
講
演
で
は
、
テ
キ 
ス
ト
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
世
界
を
創
造
す
る
の
か' 
ま
た
そ
の
世 
界
の
地
位
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
物
語
を
意 
味
あ
る
も
の
に
す
る
の
は
な
に
か
、
今
日
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
物 
語
や
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
浄
土
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
 
以
前
の
人
た
ち
は
い
か
に
浄
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
 
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
大
変
緻
密
な
思
索
を
展
開
さ
れ
た
。
 
ま
た
寺
川
学
長
は
、
浄
土
真
宗
の
仏
道
と
し
て
の
積
極
性
を
ど 
の
よ
う
に
了
解
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
問
題
を
提
起
さ
れ
、 
曾
我 
量
深
師
の
知
見
に
立
っ
て
願
生
浄
土
の
自
覚
道
で
あ
る
と
解
す
べ 
き
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
。
一
般
に
は
浄
土
真
宗
は
往
生
浄
土
の
仏 
道
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
親
鸞
は
、
法
然
の
念
仏
往 
生
の
教
説
に
出
遇
っ
て
、
往
生
浄
土
の
仏
道
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
 
し
か
し
親
鶯
が
「
真
実
報
土
の
往
生
」
と
言
っ
た
と
き
、
そ
れ
は 
基
本
的
に
は
、
真
実
信
心
が
そ
の
利
益
と
し
て
実
現
す
る
生
の
意 
味
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
内
容
か
ら
い
え
ば
、
浄
土
を
開
示
さ
れ
た
生
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
語
ら
れ
た
。 
そ
の
よ
う
な
往
生
を
実
現
す
る
信
心
は
、
如
来
の
願
心
の
回
向
成 
就
で
あ
る
か
ら' 
必
ず
願
生
浄
土
の
信
心
と
し
て
展
開
し
、
生
き 
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
願
生
浄
土
の
信
を' 
浄
土
の
功
徳
の
自
証
と 
行
証
と
い
う
視
点
か
ら
究
明
し' 
信
心
の
も
つ
力
動
性
に
つ
い
て 
極
め
て
具
体
的
に
力
を
込
め
て
解
明
な
さ
れ
た
。
四
時
あ
た
か
も
大
学
の
大
き
な
変
動
期
で
あ
る
。
大
谷
大
学
に
あ 
っ
て
も
、
昨
年
短
期
大
学
部
で
文
化
学
科
が
開
設
さ
れ
、
本
年
四 
月
か
ら
文
学
部
に
国
際
文
化
学
科
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ 
の
両
学
科
の
開
設
を
記
念
し
て
、
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
「
過 
去
よ
り
未
来
へ
照
ら
し
合
う
文
化-
-
異
文
化
と
出
会
う
五
力 
月-
-
」
と
銘
打
っ
て
、
各
種
さ
ま
ざ
ま
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ 
て
き
た' 
そ
の
最
後
の
企
画
が
こ
の
国
際
真
宗
学
会
大
会
で
あ
っ 
た
。大
学
は
い
ま
大
き
な
転
換
の
時
機
に
立
っ
て
い
る
。
転
換
と
は
、
 
無
論
新
し
い
展
開
で
あ
り
、
充
実
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
展
開 
充
実
の
大
き
な
視
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
〃
国
際 
化
〃
で
あ
る
。
大
谷
大
学
の
国
際
化
と
い
う
と
き' 
そ
れ
は
畢
竟 
真
宗
仏
教
の
国
際
化
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
は
ゝ61
大
き
く
重
い
。
真
宗
仏
教
が
、
親
鸞
の
思
想
が
、
世
界
の
研
究
者 
達
に
ど
の
よ
う
に
問
題
に
さ
れ
、
理
解
さ
れ
、
捉
え
ら
れ
て
い
る 
の
か
、
ま
た
大
谷
大
学
で
真
宗
を
学
ぶ
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
ど
の 
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
何
が
求
め
ら
れ
、
 
何
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
、
 
こ
の
た
び
の
大
会
で
わ
れ
わ
れ
に
提
起
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
と 
も
か
く
も
真
宗
の
国
際
化
の
大
き
な
動
き
を' 
い
ま
は
っ
き
り
と 
眼
の
当
た
り
に
す
る
三
日
間
で
あ
っ
た
。
二
年
後
の
次
回
大
会
は
、
 
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
総
会
で
決
定
さ
れ
た
。
夜
の
懇 
親
会
が
学
内
食
堂
で
開
か
れ' 
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
語
ら
い
が
新
し
い
友
情
の
和
を
拡
げ' 
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ 
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
前
回
の
国
際
真
宗
学
会
大
会
を
機
に
、
安
富
教
授
を
中
心
に 
「
欧
文
真
宗
研
究
会
」
が
生
ま
れ
、
若
手
の
教
員
や
大
学
院
生
、
 
学
生
た
ち
が
、
英
語
で
書
か
れ
た
欧
米
人
の
真
宗
に
関
す
る
諸
論 
文
を
読
ん
で
い
る
と
聞
く
。
真
宗
仏
教
を
国
際
的
な
視
野
で
見
直 
し
、
そ
れ
の
も
つ
新
し
い
意
味
を
見
い
出
す
と
い
う
こ
と
が
、
現 
在
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ 
う
な
確
か
な
活
動
が
始
ま
っ
た
の
も
、
国
際
真
宗
学
会
大
会
の
大 
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
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